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研究成果の概要（和文）：　本研究は、量的調査・質的調査を通じて、専門学校教員の職業的アイデンティティ
の特徴を明らかにした。
　主たる研究成果として、『産業教育学研究』第47巻第2号にて「専門学校教員研究における方法の検討」を論
文として発表している。また、日本産業教育学会第59回大会シンポジウム「高等職業教育とは何か」において植
上が司会を、瀧本がシンポジストをつとめ、研究成果の報告を行った。

研究成果の概要（英文）：This study clarified the characteristics of professional identity of　
specialized training college teachers through quantitative survey and qualitative survey.The main 
research results are as follows.
"Examination of the Research Method for Teachers of Specialized Training College."
"What is higher vocational education."

研究分野：教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　専門学校教員の職業的アイデンティティの特徴を明らかにすることで、専門学校教員の実証的な評価、正確な
実態解明へとつながる点に、専門学校研究としての意義がある。また、職業アイデンティティの観点から専門学
校教員を分析することで、専門学校研究のみならず、教師研究・教員研究にも新たな論点を提示することができ
る。
　また、専門学校教員の状況を把握することで、効果的な研修プログラムの開発などにもつながり、結果として
専門学校教育の質の向上へと貢献できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 日本の高等教育段階における職業教育の中核を担う専門学校教育はその重要性に対して、そ
の実態解明は進んでいない。その最大の理由は、専門学校教育の制度的規定が緩く、多様な形
で教育が展開されており、それゆえに分類的・構造的把握が困難であることにある。 
 こうした問題にアプローチする際、専門学校教育の主たるアクターである専門学校教員の実
態や特徴を把握することは、研究の重要な足掛かりとなる。そうした問題意識から、平成 25
年度から平成 27 年度にかけて実施した基盤研究（C）「専門学校が養成する『能力』に関する
検討―教員への量的・質的調査を中心に」（代表・植上一希）を継続・発展する形で、本研究を
開始した。 
 
２．研究の目的 
 上記の問題意識をふまえ、本研究では専門学校教員の職業的アイデンティティを実証的に明
らかにすることを目的とした。 
本研究の意義としては、専門学校教育についての実態解明がほとんどなされていないなかで、
専門学校教育の外部規定と内部規定という枠組みを設定し、前者の検討を基盤として、内部規
定について実証的に研究する点に、本研究の学術的特色がある。 
 また、そもそも、専門学校教員を対象とした検討を行う点、そして、彼らの役割認識・専門
性認識に焦点をあて、職業専門性と教職専門性という分類を行う点に、本研究の独創的な点が
ある。専門学校研究においても、教師研究・教員研究においても、専門学校教員は全く対象と
されてこなかった。本研究は、専門学校教員研究として初めての本格的な研究であり、職業ア
イデンティティの観点から専門学校教員を分析することで、専門学校研究のみならず、教師研
究・教員研究にも新たな論点を提示することができると考える。 
なお、現在、専門学校をめぐっては、新たな高等教育機関の制度化が検討されている。そこ
では、教育の質保障の問題、教員の資質の問題などが中心的な論点となっており、本研究の成
果はこうした政策立案ならびに、各専門学校における教育改善の取組みに対しても寄与すると
考える。 
  
３．研究の方法 
 本研究では、以下の研究方法を組み合わせて専門学校教員の職業的アイデンティティの実態
を調査した。 
 
（1）アンケート調査の実施と分析 
一般社団法人全国専門学校教育研究会の協力のもと、加盟校への質問紙調査を実施して、専
門学校教員のキャリア形成に関する意識調査を実施した。そのデータをもとに、専門学校教員
の職業的アイデンティティに関する特徴や課題などを分析した。 
 
（2）インタビュー調査の実施と分析 
調査対象校 3校に対して、調査対象校ごとのグループをつくり、インタビュー調査を実施し
た。加えて、それ以外の専門学校や教員に対する追加のインタビュー調査も実施し分析を行っ
た。計 20回の調査を実施した。 
 
４．研究成果 
 調査から導出されたのは、専門学校教員の職業的アイデンティティの多様性である。それら
は、主に、専門学校教員のキャリア形成過程との相関関係が強いことが調査からうかがわれた。 
 また、職業的アイデンティティは専門学校教育において設定される人材像や育成すべき能力
とも相関関係があることがわかった。 
 こうした結果をもとに、専門学校教員のキャリア形成過程を類型化する必要性を提起した。
また、専門学校の質保証・向上の観点から、今後発展が期待される専門学校教員への研修につ
いても、上記の専門学校教員の職業的アイデンティティの特徴を踏まえたうえでなされるべき
という提起を行った。 
 これらの成果について、「５」に記した発表論文や学会発表の他に、以下の形で成果を発信し
ている。詳しくはそちらを参照していただきたい。 
 
①瀧本知加・京免敏夫・吉留久晴・植上一希「シンポジウム：高等教育とは何か」『産業教育学
研究』第 49 巻第 1号、2019。 
 
②植上一希・佐藤昭宏・成底敏『教員研修実態に関するアンケート調査結果』全国専門学校教
育研究会（http://www.zsenken.or.jp/senmon/pdf/enquete_jittai.pdf）、2017。 
 
③佐藤昭宏・植上一希・児島功和ほか『専門学校生の学習と生活に関する実態調査』ベネッセ
教育総合研究所、2017。 
 



 なお、今回の調査では、専門学校教員のキャリア形成過程の類型化はできなかったため、そ
れが次の研究課題として残っている。2019 年度から開始する基盤研究（Ｃ）「専門学校教員の
キャリア形成過程の類型化」（研究代表者：植上一希）において継続・発展させていきたい。 
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